
１．真理と正義を愛せよ

２．勤労と責任を重んぜよ

３．心身ともに、たくましく鍛えよ

各部
分掌

評価
達成度 改　　善　　策

評価
達成度

提言・コメント

各クラスの授業態度等の情報を全員で共有し、問題の早期発見、早期対応に努める。

研究授業、授業参観等を通して、授業実践力を高め、教科横断的な授業が実践できるよう援助する。

・先輩後輩の関係も良好に感じる。

資格取得に向けての長期的な指導計画を立て、段階的に指導を行うとともに、生徒との合意形成を図り、自ら課題に取り組も
うとする態度を養う。

教科担任間の連携を密にし、生徒の状況把握に努め、教材研究に役立てる。

引き続き、安全を最優先させた実習を行う。

エンジニアコース Ａ 組織的な学習指導を継続するために、より計画性を持った指導に努める。

食品生産コース A 総合実習に力が行き、課題研究での取り組みの時間が足らなかった事は反省点。早い段階での取り組みを次年度は計画し
たい。

・いろんな場面で地域に関わってくれている。

資源生産コース B 実技試験の反復練習は生徒の集中力が継続しにくいので、バリエーションを増やすなど、生徒が飽きないように工夫する。

専攻科 Ａ 上級海技士にさらに意欲的に取り組めるよう、指導体制の強化に努める。

より多くの教職員に参加してもらえるよう、継続的な声かけに努める。

教員間の連携を密にし、いじめ防止に努める。

生徒会活動をより活性化できるよう、生徒指導部の連携に努める。

特に必要な事柄に関しては担任、副担任から朝終礼時等に指導してもらうよう依頼したい。

来年度は保健室来室状況についてのデータをまとめ保健室経営等に活用したい。

来年度よりみなし寮の運用が始まります。継続した指導を続けていきたい。

社会人として、必要な資質を身に付けられるように指導していきたい。

専攻科 Ａ 指導教官・乗組員との情報共有を密とし、より効果的な乗船実習に努める。

進路や資格等の目標と関連付けながら、学習に対する前向きな姿勢につなげていけるように継続して指導していく。周囲の迷
惑を考えて行動することが自然な感覚となるように意識づけを行う。

先輩として新入生のお手本となるように、その場に適した頭髪・服装について改めて考えさせる。

基礎学力の底上げ、進学指導への活用を見据え、普通科や進路指導部と連携して今後も活用方法を模索していく。授業外の
個人的な使用が確認された場合はくり返し指導を行っていく。

2年学年部 B
・生徒の体調、授業態度、規範意識、周囲との関わり方など、生徒の様子について情報交換を行い、各部署と連携して指導し
ていく。

・地域にゴミステーションやリサイクルボックスの
設置や遊具の修繕など、良い教育活動であり、学
校のＰＲになる。

3年学年部 Ｂ 卒業試験後にこれらの講座が集中して実施されていたが、本年度は各学期の終わり実施にするようにしたので来年度もこれ
でよい。

コロナ収束を持って、通常の企業訪問を再開し、卒業生との情報交換を密にする。

諸活動との両立のための調整を図りたい。

海洋生産科に向けての適切なガイダンスを提案できなかった。方向性の多様化の中幾つかに絞って計画したい。

寮役員を中心とした組織的な寮運営に引き続き取り組んでいきたい。

今後もあらゆる場面で、生徒が積極的に関わることを増やしていきたい。

来年度は巻き網体験を実施できるよう、検討する。

段階的、教科横断的な実習を計画し、さらに魅力的な実習となるよう改善する。

専攻科 Ａ 進路希望調査を1年次から実施し、進路指導部との情報共有を維持・向上する。

２年学年部 A ・生徒の進路について、適性などを含め適正な進路指導ができるよう、情報交換を行う。

３年学年部 Ｂ こつこつと地道に全教員でとり組むことが大切なのではないか。

守秘義務が守られるよう、引き続きプライバシーに気を付ける。

荒川SCからの要望を確認し、来年度の活動に反映させる。

同和問題を公民の授業で取り扱ったがピンと来ない生徒もいたのでもう少し時間をとって行いたい。

次年度も外部の方に来ていただき講演会を実施したい。

来年度、新型コロナへの対応がかわるので、県の指導に添って行事内容もその都度対応していく。しかし、離島、医療体制の
不十分等から隠岐水産高校独自に判断しながら対応していきたい。保護者に理解していただくように便りで周知したい。

国の対応に応じて、来年度はできる限り学校行事に参加できるように計画し、保護者の参加を呼びかける。内容が保護者に
伝わるために、安愛、便り、ホームページなど数回通知するようにする。Ｒ４年度入学者から学習用端末を購入しているため、
使えるか検証していく。

寄宿舎増設等で島外生の受け入れが増えるため、よりいっそうオープンスクールの対応を丁寧におこない、学校情報の発信
を行う。島内中学校にもアピールできる機会をみつけ対応していきたい。写真等の利用についても、個人情報を守りながら利
用していきたい。

教務部 B 特定の教員に負担が集中しないよう関係部署との連携を密にし、適切に対応できるよう努める。

改善に大きな経費がかかるところをチェックし、予算要求を行う。

補充・整備がしやすいように清掃用具の数量について確認し、掲示する。

海洋テクノコース B 今年度HP上での情報発信は1回のみであった。来年度は各学期に1回は発信できるよう改善したい。

エンジニアコース Ａ 計画性を持って積極的に地域に貢献し、魅力ある教育活動の情報発信に努める。

次年度も継続して積極的な利用を図りたい。

年度末に次年度に向けて会議を持ち実行に移したい。

資源生産コース ワカメの種苗生産、キジハタの中間育成を継続するとともに、来年度はナマコの中間育成にも取り組む。

より児童や園児が魚介類や養殖、水産高校に興味を持ってくれるように、それぞれの年齢に合わせた体験内容を工夫する。

エンジニアコース Ａ 実習に係わる全ての場において、危険箇所の早期発見・対応を徹底する。

今までの対応を継続し、引き続き不快な思いをさせないよう対応する

管理業者との情報共有は継続し、教育施設課との情報共有も併せて実施する

教職員等と協議し臨機応変な対応を心がける

学校 B 対応策について十分協議し、より良いものにしていく。

・交流人口が増えている。子どもが隠岐水に入学
して隠岐に来るようになり、隠岐が好きになったと
いう方もいるし、県外生が隠岐で就職した生徒も
いる。

・昔と違い、今やっていることについて行けないく
らい、いろんなことを行っており、時代の違いを感
じる。

・ホームページを見たり、生徒さんとあったりする
と、挨拶をきちんとしてくれる。

・島外から入学している生徒は大きな目標を持っ
て、勉強しに来てくれている。隠岐水にマッチして
していると感じた。

・水高の魅力をしっかり伝えて、水高で頑張って
いる子どもが増えることで、保護者の方が隠岐に
来る。交流人口が増える。

・島外生と島内生徒間でスキルアップにつながっ
ていればよいと感じる。

・部活は、ヨット、相撲、カッターで差別化していれ
ば良いと思う。

Ａ

水産海洋基礎でのコース体験、普段のやり取りや面談において適宜情報提供を行った。

試験案内を行い、危険物取扱者やビジネス文書実務検定、英語検定に多くの生徒が受験した。

多くの生徒が上位資格や危険物取扱者の全類取得に向けて学習に取り組んでいる。

年度当初、地産イチゴを使ったイチゴジャムの取り組みをするはずが、諸事情により原料確保が出来なくなった。

今年もワカメの種苗生産、種苗の配布を順調に行うことができた。また、隠岐の島町と協力し、キジハタ稚魚の放流、中間育成を行った。

A

B

・寮の建設が決まった。完成までの支援は、隠岐
水が頑張っている姿を見ているからだ。今後も地
域とのつながり、情報発信し、応援してもらう。

B

その時期の感染状況に応じ、学校行事への参加をできる限りで行ってきた。しかし、内容が保護者にしっかり伝わらなかったケースもあっ
た。生徒とのふれあえない行事は参加したくないとの声もありますが、生徒を守りながらの対応を考えるしかない。

・ホームページで情報発信していることで、中学生
が水高の情報をキャッチし、自分で進路を決めて
いる。

Ｂ

船舶職員としての資質を育成することができた。

租税教室、生の楽習講座、年金セミナー、就職内定者研修、薬物教室、食育講座などを実施した。 ・地域向けのカレンダーは大変好評で、情報発信
にもなる。

・教育活動の中で地域に出て行くことで地域にな
じんでくる。そうすることで地元隠岐に帰ってくる。

A

外部評価

取り組みと達成状況

令和４年度　　学　校　評　価　報　告　書　（島根県立隠岐水産高等学校）

校訓 教育目標
１．水産・海洋教育をとおして、豊かな人間性と人格の形成を図り、地域社会に貢献できる人材を育成する。

目指す学校像
 １．　生徒がいきいきと輝き、魅力と活力ある学校
 ２．　地域に貢献し、地域に必要とされる学校

２．水産・海洋関連産業に関する、専門的知識と技術を身につけた人材を育成する。

３．心身ともにたくましく鍛える教育活動を実践し、勤労意欲、責任感、正義感の旺盛な人材を育成する。

評価計画 自己評価

B

Ｂ

魅力ある教科横断的な実習等を円滑に進められるようサポートする。 時間割変更等を適宜行い、教科横断的な実習等が円滑に行えるよう協力した。

館内の環境整備に努め、他の図書館との連携を図りながら充実した資料提供を行う。

図書部

上級海技士資格や関連資格の取得へ向けた取り組みを強化する

B

重点努力目標 目的達成のための方策

コロナ禍、これに対応した館内整備が出来た。

各学年の早い段階で、学習態度の改善についての申し合わせ事項の周知徹底をはかり、望ましい学習環境の維持に努める。
1年生については年度初めの学年会で学習態度における注意事項について周知した。また、一部の生徒については、担任等と協力し、個
別指導を行った。

生徒の興味や関心を高めるICT教材作りの支援を行う。

広報活動を活発に行い、生徒・教職員への学習活動の支援や利用促進を働きかける。

教務部

広報活動は出来たが図書貸し出しや利用者は減少した。

関係分掌と連携し、視聴覚関係機器やＩＣＴ機器・教材の準備・提供に努める。

指導方法の工夫に努め、わかりやすい授業実習を展開する 授業改善に取り組むと共に教材を更新し、授業に活用した。

安全を最優先した実習を実践する 安全を念頭に実習を行い、事故等もなかった。

海洋テクノコース

海技士補習を実施し、4級海技士（航海）に6名が合格した。一方、3級海技士は科目合格（運用）2名のみであった。

2

社会人とし
て必要な資
質の育成と
基本的生活
習慣の確立

① 自己有用感・自己肯定感・自己
　指導能力を育成し、基本的生活
　習慣の定着を図る

② 生徒一人ひとりの個性や適性・
　能力の多面的理解に努め、計画
　的かつ組織的な生徒指導・寄宿
　舎指導を実践する

③ 部活動・生徒会活動を活性化し、
   規律正しい高校生活を目指す

きめ細やかな指導を学校の様々な場面で行い、全教職員との連携を図る。また立哨指導の充実にも取り組む。 声かけの不十分により、週番教職員との連携した立哨指導が少なかった。

コース内での情報共有を密にし、組織的な学習指導を行う。 教員間の連携を密にすることで、組織的な学習指導を行うことができた。

1

生徒が自ら
意欲的に取
り組む学校
生活の展開

① 学びへ誘う授業を実践し、基礎学力
　の定着と学力の向上を図る

② 基礎・基本を重視した授業・実習
　の充実に努め、幅広い専門知識の
　定着を図る

③ 複数の資格取得や上級海技士
　資格取得を目指す

Ｂ

定期的なアンケート調査で情報収集・早期発見に努め、関係部署・委員会との連携を密にし情報把握を行う。 アンケート実施・クラス担任との情報共有により、早期対応を行うことができた。

生徒主体で各行事等が活性化できるよう、生徒自身が個々の担当を意識して行動できるよう適切な指導を行う。また各行事における
委員会活動の活性化に取り組む。

個々の担当に適切な指導を行ったことで、生徒会行事を積極的に取り組むことができた。

地域のニーズに対応しつつ、生徒・職員数にあった実習計画を立ててそれに沿った実習を行う。
衛生面の指導の教科・徹底を図ることで、生徒の意識を向上させる実習の様子の記録を撮り、反省や次の計画に役立てる。

地産原料を利用した実習はエッチュウバイを原料とした｢バイ味付け缶詰」のみであったが、本年度は課題研究テーマに「アゴだし」を取り
上げ次年度も継続したい。衛生面の指導に関しては生徒にも徹底がはかれた。

教員間の情報を密にし、生徒個々の能力・特性し適切な指導を行う。 生徒の能力に応じた指導を行い、専門知識を定着させることができた。

生徒指導部

月１回を目安にほけんだよりを発行し、健康課題についてや季節に応じて注意喚起したい内容について啓発に努めた。

資格取得の目的を伝え、生徒の個性に合わせた指導方法を工夫する。

保健室に来室する生徒だけでなく、「保健だより」を積極的に発行し、生徒が安全安心な学校生活ができるようサポートする。

保健部健康観察、健康診断、健康相談を充実させ、保健室来室状況と併せて生徒の状況把握に役立て、関係者への情報提供、連携に努
める。

健診結果については傾向を学校保健委員会資料に活用し、学校医への情報提供に努めた。健康観察については感染症対策に関するこ
とだけでなく、寮生の健康状況をていねいに把握するよう努めた。

自己肯定感を育成し、基本的生活習慣の定着を図る（相応しい行動、挨拶・頭髪服装・態度・整理整頓など）。
舎務部

他との関わり方や社会人で求められる規範意識の育成を行う。 コミュにケーションの不足からくる問題も起こっているが、意識の高い生徒も増えつつある。

(3)学習における生徒用端末の有効な使用方法を検討し、実行する。
校内ルールを整備し、スタディサプリを導入した。試験範囲に対応した各教科の課題配信は生徒から好意的な反応が見られた。授業外の
個人的な使用に対する対応が課題として残った。

(2)定期的に挨拶や頭髪・服装をお互いに確認させて意識付けをする。

(1)各教科担当との情報共有を行い、始業時間の遵守、授業への姿勢の　改善に取り組む。

乗船実習や座学をとおし、船舶職員に求められる実務と精神を育成する。

Ａ

各種模試・進学補習・各学校の情報分析等、効果的な進路指導を行あい、進学保障をはかる。 概ね達成できた。進学補習は計画的に行われたが、学校行事、生徒会活動、部活動との両立に苦慮した。

特に水産・海洋関連企業、地元企業についてガイダンス、企業見学を適宜（オンライン含む）行い、生徒・保護者へ情報を提供する。
海洋生産科に対してのガイダンスも吟味する。時期を見ながら企業・学校訪問を再開する。

例年に近い程度のガイダンスを開催出来た。年度末にも２件のガイダンス開催予定。時期を見ながら積極的な学校訪問、企業訪問を計画
したい。

上級生、下級生の望ましい関係作りをおこない。組織的な活動をおこなう。

1年学年部

真面目に取り組む生徒は多いが、一方で授業中の私語、居眠り、無関係な発言が目立つ生徒も見受けられる。教科担当、担任および教
務と連携して対応し、入学当初に比べて落ち着きのある生徒は増えてきている。

B
あらゆる教育活動を通じて勤労意識の醸成を行う。

水産・海洋関連産業に興味・関心を植え付ける実習を展開する コースの特色を踏まえた実習内容を検討し、実施した。

・体調管理を徹底し、皆勤を目指す。
・時間厳守・授業態度に対する指導の強化
・頭髪・服装等について共通認識を持ち、生徒指導部と連携して指導を行う。
・他人の気持ちを考えた言動ができるよう指導を行う。

大半の生徒については良好であったが、頭髪に関する指導を受けた生徒が数名見られた。 B

・日々の授業や実習、定期的な面談を通して、生徒が自立した考えのもと進路探究が行えるよう関係各所との連携や情報交換を積
極的に行う。
・進路を見据え、各資格担当者と協力し、試験の案内と指導を充実し、受験者数及び合格者数の増加を目指す。

地域の水産業体験や漁業者との交流をはかる
海洋テクノコース

課題研究では地域の漁業者と交流し、伝統漁法について学ぶ機会となった。巻き網体験は新型コロナウイルスの影響で実施出来なかっ
た。

担任・副担任と協力して面談・アンケートを実施し、情報共有に努めた。

①各資格担当者と協力し、試験案内と指導を充実させる。

②資格取得を契機として、生徒の学習への意欲向上につなげる。

１年学年部

①アンケートや個別面談を通して進路希望状況を把握し、教員間の情報　共有を徹底する。

②進路希望に沿ったコース選択ができるように、コース通信の紹介、　コース説明の早期実施など、情報提供を充実させる。

3

望ましい勤
労観の育成
と進路指導
の充実

① 生徒一人ひとりの適性・能力に
　応じたキャリア教育・職業教育
　を推進する
② 生徒・保護者へ、時宜を得た進路
　情報を提供し、早期の進路目標
　実現を図る
③ 水産・海洋関連産業の新規開拓
　ならびに地元企業との連携により、
　地場産業への就職を推進する

・少しずつ自身の進路について考える機会を与えることができた。
・各担当者の資格試験のための指導も充実し、生徒が積極的に資格試験に挑むことができた。

日頃より礼儀や挨拶などが自然とできるように指導する。 最上級生としての自覚もできてきて、場に応じた挨拶もできるようになったと思われる

３年学年部・管理職と密に進路検討会を持ち、計画的で丁寧導を行う。離職率を抑えるための生徒への啓蒙活動をより一層深める。

進路指導部

概ね計画的に実施することが出来た。離職率を抑える啓蒙は学校にも限界があるかもしれない。

寮内での行事などを通じて自ら行動に移すことができつつある。

安全点検は実施し、改善できるよう努めた。経費がかかり、改善できないところがあった。
保健部

小中学校、養護学校との交流学習や出前授業を行う。
実習製品の地域への販売による学校のＰＲを行う。
地域産業界との連携を図る（大学、商工会、業者、漁協等）実習の原料をなるべく地元のものを使い、地産地消を目指す。

4

人権教育、
道徳教育、
特別支援教
育を根底に
据えた教育
活動の推進

① 校内組織及び支援体制を充実し、
　研修や啓発など計画的な取り組み
　を行う
② あらゆる教育活動をとおし、人権
　意識を育み、社会性を身につけさ
　せる
③生徒個々の状況把握に努め、保護
　者や特別支援学校等と連携した
　取り組みを行う。

担任や教科担当、その他関係部署と連携を密に取り、生徒の情報把握に取り組む。
保健部

先生方のご協力もあり生徒の情報をいただき、生徒理解に努めることができた。

人権教育ＬＨＲ等の計画計画を行い、広く生徒の人権意識を高めるように努める。また、同和問題を自らの問題としてとらえられるよ
うに努める 人権・同和

教育部

人権教育LHRだけでなく各教科や実習などを通して人権意識が高められた。

5

水産・海洋
教育を担う
学校とし
て、魅力と
活力ある学
校づくりの
推進

① 地域や行政との連携をより一層
　深め、地域に貢献する積極的な
　活動を推進する。

② 魅力ある教育活動を積極的に
　情報発信し、生徒募集に努める

③ 学校の持つ教育資源を積極的に
　活用する取組を推進する

学校行事や職員会議の円滑な運営を行うために、状況に応じた学校行事を考え立案する。
時代に対応した学校運営を考えて、改善点はその時点で柔軟に対応する。全職員に反省を行い反映させる。

総務部

新型コロナ感染対策を考えながらの行事を、その時々で対応してきた。特に総務としては感染拡大につながる行事はなかった。また、先生
方の意見をくみ上げ、対応できるものはすぐに対応した。先生方の柔軟な対応があって大きな問題はなく、非常に助かった。

校内安全点検を確実に実施し、環境改善に努める。

企業・小学校と連携し、リサイクルボックスや遊具の製作・修繕に取り組むことができた。

清掃、美化活動に生徒が主体的に取り組めるように用具の確認と補充を行う。

新型コロナウイルス感染症予防への対応を柔軟に、迅速に、的確に行う。

人権的素養および道徳的素養を身につけるため日頃の教育活動の他に講演会などを計画・実施する 植松努氏の講演会を行うことが出来た。また、感想を新聞に掲載していただいた。

Ｂ

Ｂ
スクールカウンセラーや特別支援学校のセンター的機能の効果的な活用に努める。

いただいた生徒情報を活用し、SCにつなげ必要な面談を設定することができた。SCとの情報交換時には面談者の担任、副担任にも同席
していただき、情報共有に努めた。

管理職、総務部、各コースとの連携を密にし、体験学習等が円滑に行えるように協力した。

食品生産コース

隠岐の島の特産品となる製品を開発する。本年度は隠岐産イチゴを使ったジャムの試作を行う。

6
学校安全お
よび危機管

理

先生方の指導のおかげで、生徒が主体的に取り組む姿勢が見られた。要望のあった用具の補充は行った。

実習内容を記録し、コース通信等、積極的な情報発信を行う。 各実習の活動風景を撮影し、コース通信をHP上で発信した。

企業・施設などと連携した設備製作を行う。

実習前に危険箇所と確認方法を意識させ、安全な実習を実施することができた。

来校者や電話での問い合わせには丁寧な対応を心がけ、学校のイメージアップにつなげる。

校内で感染者が多く出たが、組織的に対応できた。今後も感染対策をいく必要がある。

小学生、園児などの見学や学習活動を通して、資源生産コースの魅力を発信する。
児童や園児の遠足や社会科学習、イベント（金魚すくい）への参加を通して、ヒラメや金魚の養殖、水産生物への興味・関心を深めることが
できた。

Ｂ

学校行事の推進に努め、全隠岐カッタレース大会や課題研究生徒実践発表会など、できる範囲でＰＴＡや地域の方々の積極的な参
加を促し、コミュニケーションをとる。

オープンスクール等利用し学校案内、隠岐水通信の発信でアピールする。隠岐管内の学校に情報発信する。小学校の遠足対応、中
学校の学校説明会など内容に要望があれば可能な限り応える。時宜に対応したＰＴＡたよりを発行する。
行事等の写真などの情報収集、管理をし使いやすくする。

オープンスクールの対応もできる限り丁寧に行うように努力した。また、島内中学校の対応も各コースオリジナルな内容で対応していただ
き好評を得た。ＰＴＡ便りも行事後すぐに発行できるようにした。写真を校内掲示するなど有効活用できた。

オンライン説明会や学校見学、体験学習等が円滑に行えるよう関係部署との連携を密にする。

隠岐支庁水産局、役場、地元漁業者、島根大学と連携し、地域の問題を発見し、解決方法を模索する。

【評　価】　　A：十分達成できた　　　Ｂ：概ね達成できた　　　　Ｃ：やや不十分だった　　　　Ｄ：全く不十分で達成できなかった　　　　Ｅ：わからない（評価できない）

来校者、電話での態度や言葉遣いに十分に注意し、不快な思いをさせないよう対応を心がけた

Ａ校舎等で修繕については、迅速な対応を心がける。また、艇庫などの老朽施設の改修は、早期に実現できるよう要望していく。 管理業者と情報を共有し、予算措置から現場での対応は実施出来たと考えているが。

消費電力をはじめとする経費の削減は、教職員の協力を得ながら学校全体で取り組んでいく。 冷暖房については教職員等の協力を得て対応することが出来た。

事務部 A

保護具の点検・着用を徹底するとともに、使用前の工具類・機械類の安全確認を行う。

生徒指導部、進路指導部、社会科など関係部署と連携して、新成人になるための意識を持つようにする。

図書館利用の広報活動をもっと積極的に行いたい。

多くの先生にICT機器を利用していただいた。 ICT機器の活用が増えるように支援していきたい。

２年生、３年生とも概ね達成できた。特に２年生については生徒数が増えたため、実技試験対策を例年より早く始めることで対応した。

引き続き情報共有を密にして生徒の指導に活かしていくとともに、来年度は選択したコースでの学びを深めていくことを目標に
取組みを進める。

進路指導部と連携を密にし、進路課委託・情報収集に努める。 進路指導部からの迅速・詳細な情報提供を受け、希望する進路先に内定することができた。

舎務部
他を想う気持ちの欠如した行動が散見される。言葉使いなど基本的なことを大切にしていきたい。

今後も資格取得に対する意欲を高め、必要に応じてサポートし、進路活動への意識向上、学習習慣の確立、自己肯定感と
いった生徒の成長につなげていく。

・ほとんどの生徒が健康に留意して生活ができるよう、クラスでの指導が徹底できていた。指導が必要な生徒には保健部や生徒指導部と
連携して行えた。
・授業時間には遅れないよう指導が浸透していった。授業態度も少しずつ改善していったが、時間がかかった。
・頭髪・服装指導について学年部内うあ生徒指導部との共通認識が図れていなかった。
・生徒、保護者、教員との共通理解が図れず、指導がスムーズに行かなかった。

B

A

まだ、整理整頓の生徒ができない生徒がいますが、徐々にできる生徒が増えてきている。

A

隠岐養護学校との交流学習は例年通りとは行かないもの達成できた。販売実習はコロナ収束を機会に実施したい。地産原料はなるべく入
手したいものの、限界があるかもしれない。しかしながら神海丸漁獲の｢ビンチョウマグロ」を原料としたマグロ油漬缶詰もある意味地産と
解釈しても良いかも。

B

C

A


